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→　レストランの提案　←

□ ページ  2  □

　いきなりですが！この前、彼女と【喫茶店　アカラベリアの矛先】に行ったら、

「“ツーカーの仲”だと思ってたのに！」的なことを言われてフられてしまい。

しかも背中越しの客（たぶん若い女性、確認はしなかったけど）

に「フフフッン」って笑われてしまった……

【グルッソ・バルボイ株式会社】の多田　のり［タダ　ノリ］です。

今回のナレーターを務めます。

◇　　◇　　◇

　おもえば、僕が前野芽里［マエノ　メリ］ちゃんに

出会って、もう1年になるのかぁ〜…月日が経つのは早いな〜。
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　それに【ココロミ政策】が始まって3年目だもんな〜。

【ココロミ大使の概要】が発表された時もどうなるのかと思ったけど、

意外と上手くまわってるし。…ちなみに一部を紹介すると、

・【ココロミ大使】は【ココロミ特別委員会】により、常時８名任命される

・【ココロミ特別委員会】の判断、及び、本人の意向により欠員した場合は、

　即時、追加任命される

・政府からの資金援助は特例を除き、基本的には無いが、

　特区の制定や法改正などは、全面的に協力する

・【ココロミ大使】に依頼された者は、明確な理由を提示できなければ

　それを拒否することはできない

　個人に与えられる権限としては、超強力なんですが、

今のところ大きな問題は起きてない、、、、

というより未然に防がれてる感じがする。
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　さて、今回の芽里ちゃんは都心の駅の近くにあるビルの前にいます。

1階にレストランがテナントとして入居してたようですが、2ヶ月前に撤退。

現在まで空き物件になってるようです。ビルの前で携帯電話から電話を

掛ける芽里ちゃん。相手は【秘書のヒサゴ】さん。

「昨日言ってたウチの物件、まだ空いてるのよね？

…【居抜き】で募集中？　…却下。【家庭科室レストラン】始めるから。

とりあえず、世界各国から集めれるだけの調味料と調理器具と家電。

器具と家電は製品・定期メンテナンス・製品説明などを

無償提供できるメーカーのみ。求人はしなくていい。

店長と補佐はアタシが用意するから。

あとは帰ってから内装の概要言うから。

それから、業者の手配も宜しく。じゃッ（ピッ）」

◇　　◇　　◇

　てな感じで一方的に会話が始まり終了しましたが、

ヒサゴさんにはいつもこんな感じみたいです。
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　芽里ちゃん、また携帯電話で誰かに掛けてるみたいです。

「もしもし、今、話す時間ある？…分かったわ、要点だけ話すわね。

経営してたレストランの共同経営者に騙されて、今もその人に

逃げられてるのよね？…借金はどうすることにしたの？…

ふーん。で、今、就職活動中なのね。ちょうどいいわ、アタシが雇うわ。

奥さんにも今のパートは辞めてもらってウチで雇う。

で、アナタが【家庭科室レストラン】の店長。

奥さんが経理とか事務とか補佐役ね。…大丈夫、大丈夫。細かいことは

秘書のヒサゴに聞いて。…経理でも何でもアタシがサポートするから、

何の心配もいらない。…なぜ助けるかって？

別にアナタを助けてるワケじゃない。たまたま人手が欲しい時にアナタを

思い出した。そしてアタシはアナタを信頼してる。だから頼んでるの。

まぁ、求人かければ応募はあるでしょうけど、アタシはアナタの内面

とか、人間性も分かってるつもり。努力して手に入れたコックとしての技術を、

活かさない方向で人生を考え直してるのも知ってる。

けど、もったいない。とアタシは思う。【家庭科室レストラン】なら



“アナタの今まで”を活かして、お客にアドバイスしたり、

必要に応じてアナタが作ってあげればいい。

“過去を否定して捨てるくらいなら、過去を受け入れて活かす選択をしなさい”

アナタが、また“自分のレストランを持ちたい”って思ったら、

アタシに相談していいから。資金援助だろうが、何だろうが、全力でサポートするから。

…長くなっちゃったわね。決心がついたら、ヒサゴに電話して。

じゃッ（ピッ）」

と、電話を切った芽里ちゃんは、街の雑踏の中へと姿を消した。
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　【家庭科室レストラン】ってのは、自分達で食材を持ち寄って、

自分達で調理して、自分達で食べる（当然か…）レストラン。

調味料は全世界を網羅する勢いで多種類を取り揃えて、

「ウチで買っても滅多に使わないしなー、でも使ってみたいなー」とか

「“塩”にこだわりたいけど、揃えるのは大変だな···」

というニーズを拾う。調味料を買いたければ、店に言えば仕入れてくれたりする。

調理器具・調理家電もさすがに“全機種網羅”とはいかないが、

多くのメーカー（国内外）・機種を設置する。説明書（訳付き）も置いておく。

まさに“現場”で“品質”を試せるという強みがある。誤魔化しはきかない。

なんと洗濯機も設置。“音・振動”の確認に重宝しそうだ。

　想定としては、６人くらいでそれぞれ、材料を持ち寄って

家庭科室（調理室）に来て、みんなでワイワイ楽しく作って、

みんなでワイワイ楽しく食べて、たまたま近くのテーブルになった

別のテーブルの人達と仲良くなって…という感じ。

（ここで、合コンしよっかな…）
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　時間制だったら、一人暮らしの人は便利かもね。

例えば“１，０００円／時間”で全て使い放題とかだったら、

１時間洗濯機使いながら、料理する。多種類の調味料・水、

電気・ガス（厨房並みの火力）、水道、最新家電、

調理器具使い放題＋プロのコックさんのアドバイスも受けれる

環境でできるし、友達誘って一緒にやれば、かなり生活費が節約できるかも。

　更に自分の部屋に物が少なくなるから、部屋が狭くても、それなりに広く使える。

（でも、自分が風邪ひいて彼女が手料理を作りに来てくれるエピソードが難しいな…）

◇　　◇　　◇

てか、僕の会社にも一枚噛ませてくれないかな？
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